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洗剤の洗浄力評価に対する人工汚染布のよごれ成分の検討
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　目的　実用的に市販洗剤の洗浄力を評価｡する場合、一回の洗浄力試験でなくバンドルテ

ストのように、実際に着用・洗丿蜃をくり返した一結果から評価するのが望ましいとの考えが

あるが、それには多くの困難を伴う。そこで、これをモデル的に行う場合の人工汚染布の

よごれ成分について検｡討することを目的として、まず各種よごれ成分人工汚染布の洗浄性

を検討し、さらにタンパク質、油汚染布についてくり返し洗浄を行りた。

　方法　よごれ成分：固体粒子のみ（カーボンブラック) ,タンパク質の今（牛血清アル

ブミン) ,油のみ(Si as酸了種混合）,油・固体粒子混合、油・固体粒子・タンパク質混

合　洗剤：粉石けん、複合石けん、合リン合成洗剤,無リン合成洗剤各／種　実験: JIS K

3371-1976tC準拠し、洗剤濃度（0 ～0.5 % )、洗たく液温度　( 10 ～6O゛C ),洗たく用水の硬度( 0

～224 pp�) , 予浸( 0 ～12 Bi間）の影響について洗浄試験を行った。タンパク質は飼-Folin法

脂肪酸は高速液体クロマトグラフを用いて定量し、他は表面反射率から洗浄効率を算出し

た。

　結果　(1)　混合よごれは、洗剤の種類、濃度,温度、硬度などの影響が明らかにみと

められた。(2）単一よごれは、一回洗浄では80 ～90 %の洗浄効率を示し、実験条件の差が

明らかではないが、くり返し洗浄を行うと明らiバこ差がみIとめられる。しかし、必ずしも

着用テストの結果と一致しない。(3）　タンパク質よごれでは酵素配合洗剤の洗浄力が最

も高く、酵素配合の効果がみられたが、他のよごれでは朗らかでなか-= た。
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　目的　衣料用達剖の沈浄カt j£較し，そ<7>肩切り使用宏を追求する基夢Eと｡なる，新い･
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一競たく〕を繰り遣すバンドルテストIt，実用に遠i 日各輸作のあし･も<7) でげあるが。錬%.

・時間■ 宍カヒも尊大であるr-~め，JISl-- ^:るえﾉあヵ碩（J工s K337/- ＼176) 0）繰1 i

し試練１試みた。また逢浄りえ'l あヵ呻の践-^馮垢^i 史量し,, 視覚判史どの相関性tこ
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